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00 ユースケース課題の
あらまし

史料調査・料紙分析
史料の修復・保存・活用

機関連携による
技術開発・応用

地域連携と
新たな人材育成

今後の展開
史料研究データ基盤構築

データ科学・データ駆動科学による形態的料紙データ分析をユースケース
として，(1)史料調査と料紙分析，(2)史料の修復・保存・活用，(3)機関連
携による技術開発・応用，(4)地域連携と新たな人材育成，(5)史料研究デー
タ基盤構築を行い，実践可能な史料学DXのモデルを提示する

 光学顕微鏡やデジタルマイクロスコー
プを用いて非破壊で調査・分析を実施

 史料の現況にあわせて計測から知識抽
出まで行い，科学情報の収集・分析・
結果の可視化を進める

 文化財の修理・保存につながる
歴史情報の蓄積と資源化を進め，
保存科学の方法を検証・実践

史料調査・料紙分析 料紙の復元製作実験

 東京大学史料編纂所と高エネルギー加速
器研究機構は，現在史料調査への物理化
学分析の導入による研究の可能性を検討
→非破壊調査のための計測技術の開発・
実用化を目指す

 富山県や茨城県など関連プロ
ジェクトで協働している研究協
力者に協力をあおぎ，分析用試
料の採取や技術復元等を行う フーリエ変換赤外分光分析

（FT-IR）による成分測定
東中江和紙加工生産組合
へのインタビュー調査

 地域の歴史研究を進める研究者たちと
連携，地域講習会や共同研究会等で成
果を発信

 史料保存・修復等に関する研究・教育
コンテンツを立案・共同制作

 日本資料専門家欧州協会など海
外の学会や機関と協力，若手の
研究者・技術者の育成のための
取り組みを進める 研究協力者との史料修復・

保存に関する協議
学生による料紙分析の実践
（2023年8月，東北大学）

 GakuNin RDMへの管理に向けて，研究
データをデータ・メタデータへ変換

 データ科学・データ駆動科学による分
類・分析を実施，mdx上のストレージ
にデータを保存

 獲得されたデータセットの共
有・活用を進め，IRDB等で公開
するための方法を検証

→クローズドなデータについて
セキュリティ対策も行う

顕微鏡による料紙の撮影画像

楮紙のFT-IR計測結果→
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